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特
集

◆ 2014 年 10 月号

妊産褥婦とさまざまな場面で深く
かかわるなかで，コミュニケー
ションに悩みを抱える方も多いの
ではないでしょうか。本特集では
ふだん何気なく行なっているコ
ミュニケーションを振り返り，い
いお産につなげるために臨床で実
践可能な技としてお伝えします。

コミュニケーション術を
みがいて，いいお産をめざす

2 月号

3 月号

4 月号

◆ 2014 年 9 月号

父親が子育てに関与すると，母子
そして自身にもよい影響があるこ
とがわかっています。しかし実際
の父親のニーズと支援策はあまり
知られていません。本特集では，
夫婦が協力し合って子育てをして
いくための「父親力」を高める周
産期の具体的な実践を提案します。

お父さんの
「父親力」を高める

帝王切開のお産をケアしよう

助産ケアって，やっぱりすごい！

多胎の支援 妊娠中から育児まで

科学的根拠からみなおす助産技術5 月号

6 月号 母乳不足と補足を考える

◆ 2015 年 2 月号

新生児蘇生法(NCPR)を，いざと
いう時に自分の判断で自信をもっ
て実施してほしい。ためらうこと
なく臨んでほしいという思いか
ら，特集を組みました。出生から
の 60 秒間に立ち会う助産師が，
新生児蘇生技術を維持・向上する
方法をお伝えします。

助産師が
しっかり実施したい
新生児蘇生法(NCPR)

◆ 2014 年 11 月号

3 年ごとに改訂されている『産婦
人科診療ガイドライン―産科編』
には，現在知られている Best の
医療がまとめられており，助産業
務とも密接に関連しています。本
特集では，大きく改訂されたポイ
ントを中心に，助産師が知ってお
きたい内容について解説しました。

『産婦人科診療ガイドラ
イン―産科編2014』
の改訂ポイント解説

7 月号 タッチケアの新たな時代

◆ 2014 年 12 月号

今後キャリアをどのように積むべ
きか，迷う方も多いのではないで
しょうか。本特集では，助産師と
いう専門職をどのように母子とそ
の家族，そして自身のために活か
すのか，モチベーションをもち続
け，主体的にキャリアを開発して
いくことの大切さを考えます。

キャリアを積む
ということ
助産師としての私の働き方

◆2014 年 8 月号 知っておきたい，新生児･乳児のこと 病気の不安から母乳育児の疑問まで

◆ 2015 年 1 月号

少子化による分娩件数の減少など，
現在助産師が直面している課題は
さまざまあります。本特集では，
助産ケアのみならず，産後ケアや
育児支援などでも，助産師が社会
から必要とされるなか，今後どの
ように助産師の未来を切り拓いて
いけばよいのか考えます。

少子化，分娩施設の集約，
就業場所の偏在 etc.から

助産師のよりよい
未来像を描く！ 
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